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平成２５年度加美町議会決算審査特別委員会会議録第１号 

平成２６年９月１７日（水曜日） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    出席委員（１９名） 

   臨時委員長 三 浦   進 君 

   委 員 長  三 浦 英 典 君      副委員長  伊 藤 由 子 君 

   委  員  木 村 哲 夫 君      委  員  早 坂 伊佐雄 君 

   委  員  早 坂 忠 幸 君      委  員  猪 股 俊 一 君 

   委  員  伊 藤 信 行 君      委  員  伊 藤   淳 君 

   委  員  髙 橋 聡 輔 君      委  員  一 條   寛 君 

   委  員  沼 田 雄 哉 君      委  員  工 藤 清 悦 君 

   委  員  米 木 正 二 君      委  員  一 條   光 君 

   委  員  高 橋 源 吉 君      委  員  味 上 庄一郎 君 

   委  員  三 浦 又 英 君      委  員  佐 藤 善 一 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    欠席委員なし 

 

    欠  員 なし 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    説明のため出席した者 

町 長  猪 股 洋 文 君 

副 町 長  吉 田   惠 君 

総 務 課 長 ・ 選 挙 
管 理委員会書記長  髙 橋   啓 君 

会計管理者兼会計課長  鈴 木   裕 君 

危 機 管 理 室 長  熊 谷 和 寿 君 

企 画 財 政 課 長  髙 橋   洋 君 

協働のまちづくり推進課長  今 野 伸 悦 君 

町 民 課 長  小 川 哲 夫 君 

税 務 課 長  伊 藤   裕 君 
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特 別 徴収対策室長  藤 原   誠 君 

農 林 課 長  鎌 田 良 一 君 

森 林整備対策室長  長 沼   哲 君 

農 業振興対策室長  今 野 仁 一 君 

商 工 観 光 課 長  遠 藤   肇 君 

企 業立地推進室長  三 浦 守 男 君 

建 設 課 長  田 中 壽 巳 君 

保 健 福 祉 課 長  下 山   茂 君 

子 育 て 支 援 室 長  佐 藤   敬 君 

地域包括支援センター所長  猪 股 和 代 君 

上 下 水 道 課 長  田 中 正 志 君 

小 野 田 支 所 長  早 坂 安 美 君 

宮 崎 支 所 長  早 坂 雄 幸 君 

総 務 課 長 補 佐  川 熊 裕 二 君 

教 育 長  早 坂 家 一 君 

教 育 総 務 課 長  小 山   弘 君 

生 涯 学 習 課 長  猪 股 清 信 君 

農業委員会事務局長  工 藤 義 則 君 

代 表 監 査 委 員  小 山 元 子 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    事務局職員出席者 

事 務 局 長  二 瓶 栄 悦 君 

次 長  浅 野   仁 君 

主 幹  今 野 典 子 君 

主 事  菅 原 敏 之 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    審査日程 

     委員長の互選について 

     副委員長の互選について 

     認定第 １号 平成２５年度加美町一般会計歳入歳出決算認定について 
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     認定第 ２号 平成２５年度加美町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

            いて 

     認定第 ３号 平成２５年度加美町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい 

            て 

     認定第 ４号 平成２５年度加美町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第 ５号 平成２５年度加美町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

            いて 

     認定第 ６号 平成２５年度加美郡介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定につい 

            て 

     認定第 ７号 平成２５年度加美町霊園事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第 ８号 平成２５年度加美町営駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第 ９号 平成２５年度加美町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第１０号 平成２５年度加美町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 

     認定第１１号 平成２５年度加美町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    本日の会議に付した事件 

     委員長の互選について 

     副委員長の互選について 
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     午後４時１０分 開議 

○議長（下山孝雄君） ここで町長から発言の申し出がありますのでこれを許可いたします。町

長。 

○町長（猪股洋文君） 大変お疲れさまでございます。 

  本日午後１時、小里新環境副大臣並びに福山政務官が加美町を訪れました。あくまでも挨拶

ということでいらっしゃいました。その場で小里副大臣のほうから、県内に指定廃棄物、38カ

所で不安定な状態で保管されていると、これを何とかしなければならないというふうなお話は

ありました。しかしながら、現地調査については、詳細調査の必要性はお話ししておりました

が、詳細調査を受け入れてほしいという、そういった依頼はありませんでした。 

  私のほうからは、ペーパーにしたスライド、これを何枚か使いまして、候補地の田代岳の周

辺が地すべりを起こしていること、それから東側斜面が斜面崩壊を起こしていること、そして

県指定の水道水源であり、広範囲にわたり被害が及ぶということについてお話ししました。特

に米への被害、そして酒屋さん、それから食品加工メーカーさん、そして観光、こういったこ

とへの被害が起こることは明らかであるというお話をさせていただき、さらに、あの候補地が

面積要件を初めとして候補地としての要件を満たしていないということをお話しさせていただ

きました。 

  さらに、県内に保管されている廃棄物、指定廃棄物のみならずその20倍近くの量の8,000ベ

クレル以下の廃棄物が保管されており、この保管で我々は苦慮しているということについても

お話をし、根本的な解決をしていただきたいと。決して放射性廃棄物、そして被害を拡散させ

ないでいただきたいと。法改正も含め、真の解決方法に向けて力を尽くしていただきたいとい

うふうなお願いをさせていただいたところであります。 

  また、最後に私のほうから10項目にわたる質問事項を記載した質問書、これを小里副大臣に

手渡しをいたしました。この質問書の中身は、面積についての質問、あるいは勾配30度以上の

傾斜地に係る質問、さらに、やくらいが50万人以上の観光地として認められていない点につい

て、そういった10項目について質問書の中に記載をし、手渡しさせていただきました。誠意あ

る回答をいただきたいと、誤りは誤りとして認めていただきたいというふうに申し上げました。

小里副大臣からは、誠意ある回答をいたしますというふうなことでありました。 

  きょうはそれに先立ち、現地もごらんになったようですが、15分ほどの短い時間だったよう

です。副大臣自身も１日で３カ所を見るというのはかなりタイトなスケジュールであったと、

もう少し時間をかけて見たかったというお話もありました。加美町からも危機管理室長、それ
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から係長と現地に行きましたけれども、説明は全て環境省のほうで行ったそうでございます。

説明の中では、風が結構きょうは吹いていたそうですが、「中に入るとさほどでもありませ

ん」といった事実と異なるような説明もあったようです。 

  また、この場所は、二ツ石ダムの石として利用された石であって、岩質に問題ないというふ

うな、これも事実と異なる説明を環境省の方は副大臣にされたそうです。 

  それから、時間がないということで、東側の調整池の手前までしか行かなかったようです。

あの崩壊しているがけのところまでは行かなかったということであります。ですから、十分な

現地調査はなかったのだろうというふうに思っております。その説明に関して一部私、会談の

中で副大臣のほうに、事実はこうですということはお伝えさせていただきました。 

  今後、加美町としましては、環境省からの質問書に対する回答を待って、それを受けてさら

に質問書を提出したいと思っておりますし、小里副大臣のほうからは、協議を継続して進めて

いきたいというお話でありましたので、そのようにしてまいりたいというふうに思っておると

ころであります。 

  なお、その後の記者会見、ぶら下がりの中では、小里副大臣のほうから住民説明会をしたい

というふうなお話もあったようでありますが、加美町としては詳細調査を受け入れる必要がな

いと、受け入れないというふうにはっきりきょうも申し上げましので、環境省の住民向けの説

明会の開催を要請するつもりはありません。大和町ではそのような話があったということも聞

いておるところであります。 

  以上、きょう午後１時から小里副大臣、そして福山政務官がご挨拶にいらっしゃったことに

関する報告とさせていただきます。よろしくお願いします。 

                                            

     午後４時１８分 開会 

○議長（下山孝雄君） それでは、平成25年度決算審査特別委員会の会議を開きます。 

  委員会条例第９条の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長がともにいないときは議

長が委員会を招集し、委員長の互選を行うことになっております。また、委員長が互選される

まで年長の委員が委員長の職務を行うことになっておりますので、年長委員の三浦 進委員に

お願いを申し上げます。三浦 進委員、ご登壇願います。よろしくお願いいたします。 

     〔臨時委員長 三浦 進君 登壇〕 

○臨時委員長（三浦 進君） ただいまご紹介いただきました三浦です。暫時の間、ご協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。 
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  ただいまの出席委員は19名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから平成25

年度決算審査特別委員会を開会いたします。 

                                            

     委員長の互選について 

○臨時委員長（三浦 進君） 委員長の互選を行います。 

  特別委員会の委員長は、委員会条例第８条第２項により委員の互選によって行うことになっ

ております。 

  お諮りいたします。選任の方法は指名推選にしたいと思います。これにご異議ございません

か。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時委員長（三浦 進君） ご異議なしと認めます。よって、選任の方法は指名推選とするこ

とに決定いたしました。 

  それでは、指名の方法についてお諮りします。沼田雄哉委員。 

○11番（沼田雄哉君） 指名の方法については、その指名権を私に与えていただきたいと思いま

す。 

○臨時委員長（三浦 進君） 指名の方法は、沼田雄哉委員が指名することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時委員長（三浦 進君） ご異議なしと認めます。よって、沼田雄哉委員が指名することに

決定いたしました。 

  それでは沼田雄哉委員、指名をお願いいたします。 

○９番（沼田雄哉君） ありがとうございます。 

  それでは、特別委員会の委員長に三浦英典委員を指名したいと思いますので、お諮りをお願

いします。 

○臨時委員長（三浦 進君） お諮りいたします。委員長に三浦英典委員を指名することにご異

議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○臨時委員長（三浦 進君） ご異議なしと認めます。よって、平成25年度決算審査特別委員会

委員長に三浦英典委員を選任することに決定いたしました。 

  それでは、委員長と交代します。委員長、席にお着き願います。 
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  これをもって臨時委員長の職務を終わります。ありがとうございました。 

     〔臨時委員長 三浦 進君 降壇〕 

     〔委員長 三浦英典君 登壇〕 

○委員長（三浦英典君） ただいま皆様のご推薦により、平成25年度決算審査特別委員会委員長

になりました三浦でございます。どうぞよろしくお願いいたします。私は、決算審査、予算審

査ともに含めて初めての委員長でございますので、ぜひ皆さんにはご協力よろしくお願いした

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

                                            

     副委員長の互選について 

○委員長（三浦英典君） では早速、副委員長の互選を行います。 

  お諮りいたします。選任の方法は指名推選にしたいと思います。これにご異議ございません

か。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦英典君） ご異議なしと認めます。よって、選任の方法は指名推選とすることに

決定いたしました。 

  それでは、指名の方法についてお諮りします。指名の方法は委員長が指名することにしたい

と思います。これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦英典君） 異議なしと認めます。よって、選任の方法は、指名推選とすることに

決定いたしました。 

  それでは、指名をさせていただきます。副委員長に伊藤由子委員を指名いたします。これに

ご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦英典君） ご異議なしと認めます。よって、平成25年度決算審査特別委員会副委

員長に伊藤由子委員を選任することに決定いたしました。 

  それでは、伊藤由子委員、ご登壇の上ご挨拶願います。 

     〔副委員長 伊藤由子君 登壇〕 

○副委員長（伊藤由子君） 副委員長に選任されました伊藤です。私も初めての経験です。決算

審査が慎重かつ活発に行われますよう委員長を補佐すべく努力してまいりたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 
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○委員長（三浦英典君） では、お諮りいたします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会した

いと思います。これにご異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三浦英典君） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれにて延会することに決定

いたしました。 

  なお、あすは午前10時まで本議場にご参集願います。 

  大変ご苦労さまでした。 

     午後４時２５分 延会 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  上記会議の経過は、事務局長二瓶栄悦が調製したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名いたします。 

  平成２６年９月１７日 

 

              決算審査特別臨時委員長  三 浦   進 

 

              決算審査特別委員長  三 浦 英 典 


